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5＿気迫あふれる滑りをした小田島敦選手　6＿慣れ親しんだスキー場で会心の滑りを見せた工藤瑞歩選手　7＿悪雪の中、旗門に挑む阿部美莉亜選手　8＿
１本目より距離を伸ばした伊藤煌牙選手　9＿鋭い飛び出しを見せた山本宇宙選手　⓾＿安定した飛型の工藤琉翔選手　⓫、⓬＿大会成功のために尽力する自
衛隊や役員の皆さん　⓭＿開始式会場前で地元食材をPRする平舘高生　⓮、⓯＿各競技会場の様子　⓰＿開始式会場前に設置された看板前で記念撮影する沖縄
県代表選手　⓱＿そばっちなどマスコットと記念撮影する愛媛県代表選手　⓲、⓳＿地域の皆さんが作成した雪だるまが出迎え　⓴＿力強い走りを見せた高橋
涼選手　㉑＿最後の力を振り絞りゴールを目指す八幡和樹選手　㉒＿前の選手を追う工藤颯悠選手　㉓＿応援を背に飛び出す小林龍尚選手　㉔＿吹雪の中、積
極的な滑りを見せた山下希風選手　㉕＿応援を力に加速する中軽米拓人選手　㉖＿現役最後のレースを優勝で飾り、ガッツポーズをする永井秀昭選手　㉗＿入
賞した都道府県の代表の皆さん　㉘＿地元の大声援を受け果敢に攻める小船勝巳選手　㉙＿男女総合優勝の大会会長トロフィーを掲げる北海道選手団団長

1＿全国各地から集った選手らを前に「日頃鍛えた技術や精神力を遺憾なく発揮するとと
もに、参加した人たち同士友情を育み、思い出深い大会にしてほしい」とあいさつする佐々
木孝弘市長　2＿選手を代表して岩手県選手団の岡森篤主将が「全国の精鋭が集う舞台で、
大会スローガンのもと郷土の誇りを胸に日々の練習の成果を十二分に発揮し、正々堂々最
後まで競技する」と力強く宣誓　3＿都道府県の代表や市内小学生も開始式に参加し、白銀
国体を盛り上げる　4＿室伏広治スポーツ庁長官が「これまで積み重ねてきた練習の成果
を発揮してもらいたい」と選手を激励
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感
動
を
生
ん
だ

感
動
を
生
ん
だ
い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体

い
わ
て
八
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平
白
銀
国
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閉
幕
閉
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全
国
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ら
か
ら
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っ
た
っ
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手
選
手
がが
力力
をを
出出
しし
切切
るる

262728

 

地
元
選
手
を
紹
介

　
特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会「
い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体
」は
２

月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
４
日
間
、
本
市

を
舞
台
に
開
か
れ
ま
し
た
。「
白
銀
に 

映

え
る
み
ん
な
の 

夢
・
未
来
」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
２
０
０
人

の
選
手
団
が
集
い
、
連
日
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
大
会
を
支
え
た
人
た
ち
の
熱
意

に
応
え
、
地
元
選
手
た
ち
も
活
躍
し
、
記

憶
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
の
ス
キ
ー
競
技
男
女
総
合
成
績
は

前
回
大
会
と
同
様
の
８
位
と
な
り
ま
し

た
。
本
市
出
身
の
永
井
健
弘
選
手
が
表
彰

台
に
上
が
る
な
ど
地
元
選
手
が
奮
闘
し
ま

し
た
。

　
本
号
で
は
大
会
の
様
子
を
写
真
と
と
も

に
振
り
返
り
ま
す
。

● ● 雪
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

男
女
総
合
成
績（
天
皇
杯
）8
位

スペシャルジャンプ　成年 B　3位、 コンバインド　成年 B　6位
永井　健弘　選手 　　　　　　成田　健太　選手

コンバインド　成年A　５位
　　　　　　永井　陽一　選手

コンバインド　成年B　８位
永井　秀昭　選手

スペシャルジャンプ　成年B　4位、 コンバインド　成年B　１位

 

入
賞
し
た
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※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　
❷
永
井
陽よ

う
い
ち一（

市
ス
キ
ー

連
盟
）❸
山
本
宇
宙
❹
伊
藤
煌
牙

◇
複
合　
❷
永
井
陽
一
❸
伊
藤
煌
牙
❹
山
本
宇
宙

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔　
❸
山
本

千
鶴
▼
フ
リ
ー
５
㌔　
❸
山
本
千
鶴

◎
第
4
回
県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
兼
２
０
２
3
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
会（
１
月
14~

16
日
、

田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞
は

６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
低
学
年
１
・

2
㌔　
❷
佐
藤
翔か

け
る大（
安
代
ＳＳ
）❸
和
山
蒼そ

う
じ
ろ
う

次
郎

（
田
山
ＳＳ
）▽
高
学
年
３
㌔　
❷
佐
藤
寛
也
❹
成

田
元
気
▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１
・
2
㌔　

❸
和

山
蒼
次
郎
▽
高
学
年
３
㌔　

❶
佐
藤
寛
也
❹
成

田
元
気
▽
リ
レ
ー（
３
人
×
１
・
2
㌔
）　
❶
田

山
ＳＳ
Ａ（
成
田
元
気
、和
山
琥
太
郎
、佐
藤
寛
也
）

❹
田
山
ＳＳ
Ｂ（
阿
部
藍あ

い
り凛
、安
保
皇こ

う
が河
、安
保
麗れ

の
ん音
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
低
学
年
１
・
2

㌔　
❸
岩
渕
六り

っ
か花（
松
尾
Ｘ
Ｃ
Ｓ
）❹
安
保
麗
音

（
田
山
ＳＳ
）▽
高
学
年
３
㌔　
❸
阿
部
藍
凛（
田
山

ＳＳ
）▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１・２
㌔　
❶
岩
渕
六
花

❷
安
保
麗
音
▽
高
学
年
３
㌔　
❸
阿
部
藍
凛

◎
第
７5
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
・
国

体
少
年
組
選
手
選
考
会（
１
月
21
・
22
日
、
安
比

高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
成
年
Ｂ　
❷
小
船
勝か

つ
み巳（
荒

沢
運
送
）▽
成
年
C　

❷
小
田
島
敦あ

つ
し（

松
尾
ス

キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｇ　

❶
伊
藤
浩ひ

ろ
し（
安
代
ス

キ
ー
協
会
）
▽
成
年
Ｈ　

❷
田
村
幸ゆ

き
お男（

松
尾
ス

キ
ー
協
会
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｂ
１０
㌔　
❷
高

橋
涼り

ょ
う（
松
尾
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｃ
５
㌔　
❶

八
幡
和か

ず
き樹（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｉ
５
㌔　

【
女
子
】◇
回
転　
❺
藤
田
梨り

な愛（
松
尾
）

◇
大
回
転　
❻
藤
田
梨
愛

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
３
㌔　
❷
小
山
田
凛
花

❻
小
山
田
凛り

の
ん音（
安
代
）▼
フ
リ
ー
３
㌔　
❷
小

山
田
凛
花
❺
川
又
倫り

ん（
安
代
）❻
小
山
田
凛
音
▼

リ
レ
ー（
３
人
×
３
㌔
）　
❷
安
代（
小
山
田
凛
花
、

川
又
倫
、
小
山
田
凛
音
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
工
藤
柚ゆ

ず
か佳（

西
根
）

◇
学
校
対
抗　
❷
安
代

◎
第
７2
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月

14~

16
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入

賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
回
転　
❷
山
下
希き

ふ
う風（

平
舘
）

◇
大
回
転　
❸
中
軽
米
拓た

く
と人（

盛
岡
中
央
、
松
尾

中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
山
本
宇そ

ら宙（
盛
岡
中
央
、
安
代

中
卒
）❷
伊
藤
煌こ

う
が牙（
盛
岡
中
央
、
松
尾
中
卒
）

◇
複
合　
❶
伊
藤
煌
牙
❷
山
本
宇
宙

【
女
子
】◇
回
転　
❶
阿
部
美み

り

あ
莉
亜（
盛
岡
中
央
、松

尾
中
卒
）
❸
工
藤
瑞み

ず
ほ歩（
平
舘
、
安
代
中
卒
）

◇
大
回
転　
❶
工
藤
瑞
歩
❸
阿
部
美
莉
亜

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔　
❸
山
本
千
鶴
▼

フ
リ
ー
５
㌔　
❸
山
本
千
鶴

◎
第
６3
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
種
目（
１
月
14~

16
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　

❸
安
保
英ひ

で
あ
き明（

安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｋ
３

㌔　
❶
工
藤
英ひ

で
お雄（

安
代
ス
キ
ー
協
会
）

▼
リ
レ
ー（
４
人
×
３
㌔
）
▽
成
年　
❷
八
幡

平
市（
永
井
陽
一
、
川
又
講こ

う
へ
い平

、
八
幡
和
樹
、

高
橋
涼
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　
❶
山
本
宇
宙
❷
伊
藤
煌

牙
▽
成
年
Ａ　
❷
小
林
龍た

つ
な
お尚（

土
屋
ホ
ー
ム
ス

キ
ー
部
）❸
工
藤
颯そ

う
や悠（

ケ
ア
リ
ッ
ツ
・
ア
ン

ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）▽
成
年
Ｂ　
❶
永
井
健た

け
ひ
ろ弘

（
盛
岡
市
役
所
）❸
永
井
陽
一

◇
複
合
▽
少
年　
❶
伊
藤
煌
牙
❷
山
本
宇
宙
▽

成
年
Ａ　
❷
工
藤
颯
悠
▽
成
年
Ｂ　
❶
永
井
健

弘
❸
永
井
陽
一

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
少
年　

❶
工
藤
瑞
歩
▽
成

年
Ｅ　
❸
千
田
亜つ

ぐ
み美（

安
代
ス
キ
ー
協
会
）

【
市
町
村
対
抗
】◇
市
▼
男
女
総
合　
❸
八
幡
平
市

▼
男
子　
❷
八
幡
平
市

◎
第
59
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
25
～

29
日
、福
島
県・
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入

賞
は
8
位
ま
で

【
男
子
】◇
回
転　
❻
佐
々
木
知
洋　
❽
伊
藤
輝

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❹
松
田
瑛
翔
❽
伊
藤
稜
牙

◇
複
合　
❺
松
田
瑛
翔
❼
伊
藤
稜
牙

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
3
人
×
3
㌔
）　
❹
安

代（
関
香
里
奈
、
小
山
田
凛
音
、
小
山
田
凛
花
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❼
工
藤
柚
佳

◎（
一
社
）日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
盟
公
認
第
32

回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会（
１
月

28
・
29
日
、
田
山
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）　
※

入
賞
は
6
位
ま
で
▽
4
・
５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　

❶
八
幡
和
樹（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）❸
工
藤

輝て
る
き樹（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

◎
第
5１
回
松
尾
地
区
ス
キ
ー
大
会（
１
月
28
日
、

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　

※
松
尾
地
区
の
順
位
で
、
掲
載
は
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
4
年　
村
井

敬け
い
す
け輔（
柏
台
）▽
５
年　
小
林
友と

も
は
る春（
柏
台
）▽
６
年　

工
藤
颯そ

う
ま真（

松
野
）

▼
一
般　
伊
藤
洋よ

う
い
ち一

◇
距
離
▼
小
学
生
2
・
２
㌔
▽
4
年　
舘
柳
龍り

ょ
う
せ
い生

（
松
野
）▽
５
年　
工
藤
真ま

さ
き樹（
松
野
）▽
６
年　
石

川
朋と

も（
柏
台
）

▼
一
般　
髙
橋
敏と

し
ゆ
き之

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
１
・１
㌔
）▽
４
年　
寄
木
Ａ

（
津
志
田
琉り

ゅ
う
せ
い

星
、工
藤
壱い

ち
た太

、菊
池
仁じ

ん

）▽
５
年　
松

野（
伊
藤
芯し

ん

、
古
川
力り

ひ

と
一
斗
、
工
藤
真
樹
）▽
６
年　

寄
木（
渡
辺
鳳お

お
が嘉

、
平
松
輝あ

き
と空

、
林
紘こ

う
た
ろ
う

太
郎
）

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
4
年　
藤
田

結ゆ

な愛（
松
野
）▽
５
年　
小
野
寺
李り

お緒（
松
野
）▽
６

年　
佐
々
木
こ
こ
ろ（
松
野
）

◇
距
離
▼
小
学
生
2
・
２
㌔
▽
4
年　
滝
川
響な

り
あ彩

（
寄
木
）▽
５
年　
髙
橋
か
り
な（
寄
木
）▽
６
年　

佐
々
木
凜り

ほ歩（
松
野
）

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
１・１
㌔
）▽
４
年　
寄
木（
高

橋
叶か

な
み望

、
髙
橋
怜れ

な那
、
滝
川
響
彩
）▽
５
年　
寄

木（
伊
藤
心こ

こ
な那

、
遠
藤
希の

の

あ々愛
、
髙
橋
か
り
な
）▽

６
年　
松
野
Ａ（
佐
々
木
心こ

は
る遥
、
佐
々
木
凜
歩
、

佐
々
木
心の

の
か奏

）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
3１
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
兼
第
28
回
安
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

安
代
地
区
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
4
日
、田

山
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
掲
載
は
三
ケ
田
礼
一
杯

市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
１
位
の
み

【
男
子
】◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　

小
船

大た
い
よ
う陽（

安
代
）▽
２
年　
杉
本
煌こ

う
じ
ゅ樹（

田
山
）▽
３
年　

池
元
真な

お
と登（
安
代
）▽
４
年　
小
船
竜り

ゅ
う
じ
ん
臣（
安
代
）▽

５
年　

小
原
茉ま

ひ
ろ大（

安
代
）▽
６
年　

和
井
内

海か
ざ
と聖（

田
山
）
▼
中
学
生
▽
１
部　
小
林
晃あ

き
ひ
ろ大（

安

代
）▽
2
部　
関
葵あ

お
い陽（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１
年
０
・

８
㌔　

藤
川
蒼そ

う
す
け介（

安
代
）▽
2
年
０
・
８
㌔　

佐
藤
翔
大
▽
3
年
１
・
６
㌔　
和
山
蒼
次
郎
▽

4
年
１
・
６
㌔　
舘
柳
龍
生
▽
５
年
３
㌔　
成

田
元
気
▽
６
年
３
㌔　
佐
藤
寛
也
▼
中
学
生（
フ

リ
ー
）▽
１
部
６
㌔　
佐
藤
純
也
▽
2
部
3
㌔　

遠
藤
碧り

く
と翔（

安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~

４
年
）　
小
船
竜
臣

▼
高
学
年（
５・６
年
）　
和
井
内
海
聖

【
女
子
】◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　
❶
鈴
木

希の
ぞ
み（

松
野
）▽
2
年　
村
上
慶よ

し
か香（

安
代
）▽
3
年　

木
元
咲さ

く
や陽（
田
山
）▽
4
年　
北
舘
小こ

は
る春（
安
代
）▽

５
年　

斉
藤
來く

み未（
安
代
）▽
６
年　
小
林
愛ま

な
か佳

（
安
代
）
▼
中
学
生
▽
１
部　
八
幡
紀き

ほ穂（
安
代
）

▽
2
部　
本
宮
志し

の乃（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１
年
０
・

８
㌔　

阿
部
凛り

い
さ咲（
田
山
）▽
2
年
０
・
８
㌔　

種
市
実み

つ
き月（

安
代
）▽
３
年
１
・
６
㌔　
岩
渕
六

花
▽
4
年
１
・
６
㌔　
小
山
田
凛り

こ心（
安
代
）▽
５

年
3
㌔　
阿
部
藍
凛
▽
６
年
3
㌔　
佐
藤
り
お

（
安
代
）▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
１
部
3
㌔　
佐
藤

心こ
こ
な花（

安
代
）▽
2
部
3
㌔　
畠
山
嘉か

り

な
莉
来（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~

４
年
）　
関
栞か

ん
な和

（
安
代
）

▼
高
学
年（
５・６
年
）　
関
新に

い
な菜（
田
山
）

【
混
合
】◇
距
離
▼
小
学
校
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
リ

レ
ー（
０
・
８
㌔
×
4
人
）　
田
山
Ａ（
佐
藤
寛
也
、

阿
部
藍
凛
、
安
保
麗
音
、
和
山
琥
太
郎

◎
第
６０
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
7
～

10
日
、
長
野
県・
野
沢
温
泉
南
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
ほ
か
）　
※
入
賞
は
10
位
ま
で

【
女
子
】◇
距
離
▽
リ
レ
ー（
3
㌔
×
4
人
）　
❻
岩

手（
小
山
田
凛
花
ほ
か
）

◎
第
７2
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２
月

7
～
11
日
、山
形
県・
上
山・
坊
平
高
原
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
競
技
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
10
位
ま
で

【
女
子
】◇
距
離
▽
リ
レ
ー（
５
㌔
×
3
人
）　
❾
岩

手（
山
本
千
鶴
ほ
か
）

◎
第
７７
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会（
２
月
17
～
20
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　

※
入
賞
は
８
位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
成
年
Ｂ　
❸
永
井
健
弘　
❹

永
井
秀
昭
（
田
山
中
卒
、
岐
阜
日
野
自
動
車
）

◇
複
合
▽
成
年
Ａ　
❺
成
田
健
太（
安
代
中
卒
、
明
治

大
学
）　
▽
成
年
Ｂ　
❶
永
井
秀
昭　
❻
永
井
健
弘　

❽
永
井
陽
一　

ス
キ
ー
大
会
の
結
果

A
lp

in
e 

sk
iin

g
B

ia
th

lo
n

Sk
i J

um
pi

ng
C

ro
ss

 C
ou

nt
ry

 s
ki

in
g

● 

● 

第７2回県高等学校スキー大会

第32回東日本バイアスロン選手権

三ケ田礼一杯﻿

第７5回県民体育大会スキー競技会

ス

S Ｋ
I

◎（
公
財
）全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ｂ
級
公
認
ガ
リ

ウ
ム
カ
ッ
プ
第
34
回
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会（
１
月
8
・
9
日
、
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
小
学
校
３
㌔　

❶
佐
藤
寛ひ

ろ
や也（

田
山
SS
）　
▽
小
学
校
リ
レ
ー（
3

人
×
１
・
2
㌔
）　
❸
田
山
ＳＳ（
佐
藤
寛
也
、
成
田

元げ
ん
き気

、
和
山
琥こ

た
ろ
う

太
郎
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
中
学
校
３
㌔　

❺
小
山
田
凛り

ん
か花（
安
代
）▽
高
校
５
㌔　
❻
山
本

千ち
づ
る鶴（
盛
岡
農
、
松
尾
中
卒
）▼
フ
リ
ー
▽
中
学
校

３
㌔　
❺
小
山
田
凛
花　
▽
高
校
５
㌔　
❹
山

本
千
鶴

◎
第
７2
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
14~

16
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞

は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
回
転　
❷
佐
々
木
知ち

ひ
ろ洋

（
松
尾
）❹
伊
藤
輝ひ

か
る（
松
尾
）▼
大
回
転　
❷
八
幡

陸り
く
と斗（
西
根
）❹
伊
藤
輝

◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
４
人
×
５
㌔
）　
❹
安
代（
齊

藤
巧こ
う
き輝
、
佐
藤
純じ

ゅ
ん
や也
、
佐
藤
智と

も
や也
、
安
保
和や

ま
と）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

❶
松
田
瑛え

い
と翔（
松
尾
）❷
伊
藤

稜り
ょ
う
が牙（
松
尾
）

◇
複
合　
❶
松
田
瑛
翔
❷
伊
藤
稜
牙

◇
学
校
対
抗　
❶
松
尾

ス
キ
ー
大
会
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
市
関
係
選
手
を
敬
称
略
で
掲
載
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

● 
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令和７年秋の完成に向け準備を進めています

にぎわいを生み出す交流拠点へ
（仮称）大更駅前顔づくり施設 ● ● ● CLOSE UP

クローズアップ

画像は設計段階のイメージで、実際とは異なる場合があります。

■問い合わせ先　商工観光課商工労政係（☎・内線１3１１）

2 階＿３階までの吹き抜けを利用したネット遊具、スライダー﻿

３階＿ブックストリート﻿ ３階＿岩手山が眺望できるビューテラス

◎
施
設
整
備
の
経
緯

◎
５
年
度
以
降
の
予
定

・
大
更
駅
前
周
辺
及
び
隣
接
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

環
境
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
検
討
を
開
始

〔
平
成
26
年
度
〕

・
大
更
商
店
街
未
来
を
創
る
会
と
の
意
見
交
換〔
26

年
～
30
年
〕

・
商
工
会
か
ら「
29
年
度
大
更
駅
前
商
店
街
再
編

調
査
事
業
報
告
書
」が
提
出〔
30
年
３
月
〕

・「
大
更
顔
づ
く
り
施
設
・
複
合
施
設
用
地
活
用

検
討
業
務
」の
実
施〔
31
年
３
月
〕

・
商
工
会
女
性
部
と
の
懇
談〔
令
和
元
年
12
月
〕

・「
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」の
開
催〔
２
年
８
月
〕

・
予
算
措
置
・
入
札
・
契
約〔
５
年
度
〕

・
建
設
工
事
、施
設
の
名
称
の
公
募〔
６
・
７
年
度
〕

・
建
設
工
事
完
了
・
使
用
開
始〔
７
年
度
を
予
定
〕

・
議
員
全
員
協
議
会〔
３
年
１
月
〕

・
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
等
予
備
設
計〔
３
年

３
月
〕

・
実
施
設
計
業
務
を
発
注〔
４
年
４
月
〕

・
議
員
全
員
協
議
会〔
４
年
10
月
〕

1 階＿エントランス﻿ １階＿受付、観光案内スペース

・図書エリア
　青少年・児童書・一般図書コーナー
・閲覧スペース
　子ども子育て世代が気軽にくつろげる
スペースや、グループ学習、自主学習、
会議などが可能なスペース
・岩手山が眺望可能なビューテラス

◇１階　エントランス・共用ホール

・イベントコーナー
　子育てに関する相談、援助、情報発信、
年齢や成長に応じた各種教室
・屋根付き公園
　屋内の遊び場を提供
・未就学児コーナー　乳児コーナー
　小さい子どもたちが遊べる空間
　授乳室、おむつコーナー
・交流スペース

・受付、観光案内、販売スペース
・移住定住センター
　移住相談、地域情報発信、コワーキン
グスペース
・イベントスペース
・チャレンジショップ
　出店希望業者に、期間を設け貸出
・待合スペース、新聞雑誌コーナー

◇３階　図書館エリア

◇２階　子育て支援エリア

1● ● ● PREVIEW

プレビュー2 施設は中央部が筒状で、周辺を巡りながら施設全体を回遊でき
る空間構成で、１階には受付や観光案内、２階に子ども向けの

遊具を備えた屋根付き公園を配し、３階には図書館を配置。このほか各階に次のスペー
スを設置する計画です。本号では予定する機能とそのイメージの一部を紹介します。

施設の概要

　
大
更
駅
前
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は「
大
更
駅
周
辺
及
び
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
環
境
整
備
基
本
計
画
」な
ど
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
大
更
駅
前
線
沿
道
整
備
区
画
整

理
事
業
や
大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事

業
、
大
更
駅
自
由
通
路
の
建
設
に
取
り
組
ん

◎
目
指
す〝
顔
づ
く
り
施
設
〟の
姿

　

現
在
検
討
し
て
い
る
顔
づ
く
り
施
設

は
、子
育
て
支
援
施
設
、屋
根
付
き
公
園
、

観
光
案
内
、
移
住
定
住
セ
ン
タ
ー
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
多
様
な
目
的
で
使
用
で

き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
図
書
館
な

ど
の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
で
す
。

　

市
は
利
用
者
が
使
い
や
す
い
フ
ロ
ア

に
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
各
機
能

間
の
連
携
に
よ
り
相
乗
効
果
を
生
み
出

し
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
交
流
の
拠
点

と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て

　
大
更
駅
前
周
辺
と
そ
の
隣
接
地
域
は
、市

の
人
口
及
び
住
宅
の
集
積
地
域
で
あ
り
、商

業
機
能
、交
流
機
能
と
い
っ
た
市
の
核
と
な

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
計

画
で
は
、
商
店

の
再
編
や
買
い

物
客
、
駅
を
利

用
す
る
学
生
な

ど
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
う
街

を
取
り
戻
す
た

◎
施
設
整
備
に
向
け
検
討
を
重
ね
る

め
の
拠
点
と
な
る「
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施

設
」の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
市
商
工
会
が
ま
と
め
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
こ
れ
を
基
本
に「
大
更
駅
顔
づ
く
り

施
設
・
複
合
施
設
用
地
活
用
検
討
業
務
」を

実
施
す
る
な
ど
、施
設
の
機
能
を
高
め
る
た

め
現
在
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

る
要
素
を
持
つ

地
域
で
す
。

　
市
は
こ
れ
ま

で
、
こ
の
地
域

を
取
り
巻
く
課

題
を
整
理
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

現在の大更駅前の様子﻿開通した大更駅自由通路﻿

↓至 西根 IC ●

●

↑至 平舘方面

Ｊ
Ｒ
花
輪
線

市起業家支援

安比高原

ゴルフクラブ

ガソリン

大更郵便局

安比高原
スキー場

施設の整備予定地

スタンド

西
根
バ
イ
パ
ス

大
更
駅

市
立
病
院

↓至 西根 IC

↑至 平舘方面

センター

●
大更コミュニティ

センター

↓至 東大更駅

↑至 平舘駅

国
道
２
８
２
号

←至 西根中

●
フーガの広場

0607 No.333 ◎2023．3.2



種類 対象 検査内容

循
環
器
系
健
診
・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

❶特定健診 40歳～74歳の市国保加入者
※市国保加入者以外は保険者に確認 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、眼

底検査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査など
❷国保30代健診 30歳～39歳の市国保加入者

❸長寿健診 75歳以上 血圧、尿検査、血液検査など

❹肺がん検診 40歳以上
胸部レントゲン検査
※必要と判断された50歳以上の人は喀

かくたん
痰検査も

実施可

❺大腸がん検診 35歳以上 便潜血検査（専用の容器に２日分採便して提出す
る検査）

❻前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査
※前立腺疾患治療中の人は受けられません

❼骨粗しょう症予防検診 20、 25、 30、 35、 40、 45、 50、 55、 60、 65、
70歳の女性

超音波による、かかとの骨密度検査
※骨粗しょう症治療中の人は受けられません

❽肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことがない人 血液検査

❾胃がん検診 40歳以上 胃部 X 線検査（バリウムを飲み、胃内部をX線で
撮影）

❿子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

⓫乳がん検診 40歳以上の偶数年齢に該当する女性 マンモグラフィー（乳房X線検査）

▶特定健診、国保30代健診は令和6年3月31日時点の年齢、長寿健診は
健診受診日の年齢、がん検診などは５年4月１日時点の年齢です。
▶大腸がん検診を受ける際には、次の配布場所から専用容器を事前

に受け取り、採便をして、検診日に持参してください。
《配布場所》健康福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所、各コミ
ュニティセンター（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

■ 　健診（検診）は、循環器系健診・肺がん検診・大腸がん検診、胃がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診に
区分されます。対象や検査内容は下表の通りです。

■　

健
診（
検
診
）受
診
に
必
要
な
物

❶
健
康
保
険
証

❷
健
康
診
断
受
診
票
、
が
ん
検
診
受
検
票

❸
自
己
負
担
金（
70
歳
以
上
の
人
、
令
和

４
年
度
住
民
税
非
課
税
の
人
は
無
料
）

❹
大
腸
が
ん
検
診
の
専
用
容
器（
受
診
者

の
み
）

※
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

以
外
の
保
険
の
人
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■　

受
診
票
・
受
検
票
は
３
月
中
旬
に
送
付

　

３
月
中
旬
に
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
対
象
者
が
い
る
世
帯
に「
受
診
票
・
受

検
票
」を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
鉛

筆
で
記
入
し
、
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■　

日
程
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
健
診（
検
診
）日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
広
報
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

 健診（検診）の内容

受けよう健診（検診）  守ろう健康
自覚症状なく潜在する病気・リスクの早期発見や健康管理に役立つ各種健診（検診）を4月から行います。
年に１回の健診（検診）に少しだけ時間を割いて、自身の健康と向き合いましょう。

あなたの笑顔を守りたい
令和５年度

■問い合わせ先
▶特定健診・国保3０代健診・長寿健診…市民課国保年金係（☎・内線１０７5）
▶がん検診・その他の検査…健康福祉課健康推進係（☎・内線１１9０）

表❶　一時保育をしている市内の保育施設
区分 施設名 対象児童 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松尾保育所 68-7773
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 満１歳から 76-3236
杉の子こども園

生後８週から

76-3345
大更こども園 76-3526
平舘こども園 74-2025
あしろこども園 72-2431
森の子保育園 70-1880
畑保育園 72-5511

ままいろはうす 生後８週から
２歳まで

090-3368
-4810

※公立保育所は4月１日現在の年齢です。

表❷　公立保育所の利用料（日額）
現住所 2歳児 3歳児 4・5歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融機
　関で支払ってください。

保育施設に入っていない児童も保育施設に入っていない児童も
一時的に預かります一時的に預かります

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

子育てＮＥＷＳ

　通院や冠婚葬祭などのほか、育児を頑
張っている保護者の負担を軽減するため、
児童を保育施設に預けることができます。

　

市
は
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
き
の
早
期
発
見
と
保
護
に

つ
な
げ
る
た
め
、
ひ
と
り
歩
き
行
動

が
認
め
ら
れ
る
本
人
を
介
護
す
る
家

族
に
対
し
、
G
P
S
機
器
を
購
入
す

認
知
症
高
齢
者
の
ひ
と
り
歩
き
の
不
安
軽
減
に

認
知
症
高
齢
者
の
ひ
と
り
歩
き
の
不
安
軽
減
に

　
　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
推
進
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
推
進
事
業
を
紹
介
し
ま
す

る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
本

人
を
守
る
と
と
も

に
家
族
の
不
安
解

消
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

一般的なGPS
の大きさ

■
G
P
S
で
何
が
で
き
る
の
？

　
G
P
S
機
器
を
本
人
が
身
に
着
け

て
お
く
こ
と
で
、
１
人
で
外
出
し
て

い
る
時
で

も
、
家
族
が

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
現
在
地
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
申

請
の
窓
口
で
す
。
❶
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出 ⇒

 

❷
G
P
S
機
器

の
購
入 ⇒

 

❸
市
に
請
求
書
を
提
出 
⇒

 

❹
補
助
金
の
受
け
取
り

※

機
器
購
入
後
の
申
請
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
事
業
の
利
用
に
当
た
り
盛
岡
広
域

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
に
登
録（
無
料
）が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
本
人
の
状
態
な
ど
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
盛
岡
広
域
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
S
O
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は

　
氏
名
、生
年
月
日
、身
体
的
特
徴
、

写
真
な
ど
を
事
前
に
警
察
署
に
登
録

し
ま
す
。行
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

家
族
が
警
察
へ
連
絡
す
る
と
、
即
座

に
各
関
係
機
関（
警
察
署
、
市
健
康

福
祉
課
、
消
防
署
）に
情
報
が
伝
わ

り
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

で
す
。

　
登
録
後
に
、
市
か
ら
登
録
番
号
が

入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま

す
。
こ
れ
を
普
段
履

く
靴
や
杖
な
ど
に

貼
っ
て
お
く
こ
と

で
、
自
分
で
名
前
や

住
所
を
話
せ
な
い
人

で
も
本
人
確
認
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ステッカー見本

八幡平市●●●

登録ナンバー

介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1088

詳細はこちら﻿

　一時保育をしている市内の保育施設と対象児童の
年齢は表❶の通りです。
◆保育時間　公立保育所は午前8時半から午後4時
半まで
◆利用料　公立保育所は表❷の通り
※私立保育施設の保育時間と利用料は、施設によっ
て異なるので、各保育施設に問い合わせてください。
また、利用料以外に実費が必要な場合があります。
◆申請方法　利用する保育施設へ事前に申し込んで
ください（公立保育所は１週間前まで）。
※持ち物などは、各保育施設に問い合わせてください。
※利用人数や行事によって、預かることができない
場合があります。

09 08No.333 ◎2023．3.2



市役所からのHOT LINE

　
市
は
災
害
の
発
生
を
防
止
し
市

民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
を
図
る

と
と
も
に
、
本
市
の
良
好
な
自
然

環
境
や
景
観
、
生
活
環
境
を
保
全

す
る
た
め「
八
幡
平
市
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条

例
」を
４
年
12
月
26
日
に
公
布
し

ま
し
た
。

■
対
象
事
業　

市
内
で
行
わ
れ

る
10
㌗
以
上
の
太
陽
光
、
風
力

発
電
事
業（
建
築
物
の
屋
根
、
屋

上
ま
た
は
壁
面
に
発
電
設
備
を

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
事
業
は

除
く
）

■
条
例
の
内
容　
事
業
の
規
制
区

域
や
義
務
手
続
き
を
定
め
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
㈱
日
本
旅
行
東
北
…
12
月
29
日
、

市
が
地
域
再
生
を
図
る
た
め
に
行

う
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

２
０
０
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。佐々木市長に目録を渡す中村代表取締役社長(右)

　
市
は
転
入
や
転
出
な
ど
が
多
く

な
る
年
度
末
・
年
度
初
め
に
合
わ

せ
、
休
日
臨
時
開
庁
を
行
い
ま
す
。

■
開
庁
日
時　
３
月
26
日
㈰
・
４

月
２
日
㈰
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
前
々
日
ま
で
の
予
約
者
の
み
）

■
開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市

民
課（
西
根・安
代
各
総
合
支
所
は

開
庁
し
ま
せ
ん
）

年
度
末
・
初
め
の
休
日

市
役
所
を
臨
時
で
開
庁

■
取
り
扱
い
業
務
内
容（
問
い
合

わ
せ
先
）　

　
市
は
通
学
に
係
る
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、学
生
の

通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄
道
）、

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱
、岩
手

県
交
通
㈱
、
岩
手
県
北
自
動
車
㈱
、

秋
北
バ
ス
㈱
、Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
㈱
が

運
行
す
る
鉄
道
と
路
線
バ
ス

■
補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を

有
し
、市
内
に
居
住
し
て
い
る
学
生

（
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）

の
保
護
者
ま
た
は
県
立
平
舘
高
等

学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
へ

通
う
学
生
は
対
象
外

■
補
助
額　
通
学
定
期
券
購
入
費

の
１
０
０
分
の
10
の
金
額（
10
円
未

満
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法　
定
期
券
販
売
窓
口

で
、
有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て

申
請
書
を
提
示
し
、
購
入
証
明
を

学
生
の
通
学
費
用
を
支
援

定
期
購
入
費
を
一
部
補
助

受
け
た
う
え
で
、
期

限
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
使
用
開
始
の
手
続
き

余
裕
も
っ
て
申
し
込
み
を

　
３
月
か
ら
５
月
は
水
道
使
用
開

始
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、希
望
日

で
の
対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。水
道
使
用
開
始
の
手
続

き
は
、
使
用
開
始
日
の
３
日
前（
土

■
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
方
法　
上
下
水
道
課
窓
口
ま
た

※
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
要
予
約
）　
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
が
交
付
場
所
に
な
っ
て
い
る

人
も
、
本
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
移
動
が
必
要
と
な
る
た

め
、
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
は
各
総
合
支
所
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

は
電
話
で
申
し
込
み

■
提
出
物　
給
水
契
約
申
込
書

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、同
課
か

ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。電
話

申
し
込
み
の
場
合
は
、後
日
郵
送
な

ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

経
理
係（
☎
・
内
線
１
２
７
４
）

■
施
行
日　
５
年
４
月
１
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境

衛
生
係
（
☎
・
内
線
１
０
６
９
）

市が行っている医療費助成事業をお知らせします

　市は医療費の負担を軽減するために、下記の要件
を満たす人に対して医療費の全額または一部を助
成する制度を実施しています。

　各制度の内容は問い合わせてください。
■問い合わせ先　市民課国保年金係（☎・
内線1076）

医療費助成事業 対象者 所得要件

子ども医療費助成 　市内に住所を有する高校生世代までの人（他の医療費助成の受給者を除く、18
歳に達する日以後の最初の3月31日までの人）

なし
妊産婦医療費助成 　市内に住所を有する妊産婦の人

重度心身障害者医療費助成 　身体障害者手帳 1・2 級、特別児童扶養手当 1 級、障害基礎年金 1 級、療育手
帳 A 判定のいずれかの認定を受けている人

所得が基準額を超える
場合は該当しないこと
があります

ひとり親家庭医療費助成 　子を扶養している配偶者のない父または母とその子（他の医療費助成の受給者
を除く、子が18歳に達する日以後の最初の3月 31 日までの人）

中度障がい者医療費助成 　身体障害者手帳3級、特別児童扶養手当２級、障害基礎年金２級のいずれかの
認定を受けている人で高齢受給者証の交付を受けていない人

寡婦等医療費助成
　母子及び父子並びに寡婦福祉法に規定する配偶者のいない女子（それに準ずる
男子）であって、かつて配偶者のいない女子（男子）として 18 歳未満の者を扶養し
ていたことのある人で高齢受給者証の交付を受けていない人

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎
年

4
月
１
日
現
在
で
所
有
ま
た
は
使

用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

車
両
を
処
分
、
譲
渡
し
て
い
て
も
、

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
３

月
31
日
㈮
ま
で
に
行
わ
な
い
と
５

年
度
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

新型コロナウイルス感染症についての相談先
■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォローアップ
センターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎ 0570-
089-005＝24時間対応）または可能な限り平日・日

◤

中に診療・検査医療機関へ相談・受診
▶診療・検査医療機関は右のＱＲコードを
参照

※ 65 歳未満で重症化リスクの低い人が、薬事承認さ
れた市販の抗原定性検査キットで陽性となった場合
▶いわて陽性者登録センターに登録することで、

■新型コロナウイルスについての全般的な相談は
▶一般相談窓口（午前9時から午後9時）

（☎ 019-629-6085）

医療機関を介さず陽性者登録ができま
す。登録は右のＱＲコードから 24時間
受付

小
規
模
工
事
な
ど
の
受
注

希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
５
年
度
中
に
発
注
す
る
小

■
登
録
で
き
る
業
種　
建
設
業
法

規
模
工
事
や
修
繕
な
ど
に
つ
い
て
、

契
約
を
希
望
す
る
事
業
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
す
で

に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
今

回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

※
見
積
書
の
依
頼
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
要
件　
市
内
に
本
社
・
本

店
ま
た
は
住
所（
住
民
登
録
）が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と

❶
市
税
滞
納
者

❷
市
営
建
設
工
事
等
請
負
資
格
者

名
簿
登
載
者

で
定
め
る
29
業
種
の
う
ち
３
業
種

ま
で（
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
や
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

は
、
該
当
業
種
の
登
録
は
不
要
）

※
一
括
下
請
け（
丸
投
げ
）は
不

課
税
さ
れ
ま
す
。
手

続
き
は
、
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民

税
係（
☎
・
内
線
１
１
３
４
）

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
教
育
総
務
課
や
西
根
・

安
代
各
総
合
支
所
、
荒
屋
新
町
駅
、

大
更
駅
、
好
摩
駅
、
県
北
バ
ス
八
幡

平
営
業
所
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
４
年
度
分
の
申
請
期
限　
４
月

28
日
㈮

※
定
期
券
の
有
効
期
間
が
３
月
31

日
㈮
ま
で
の
場
合
、
申
請
期
限
を

過
ぎ
る
と
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請・問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総

務
課
総
務
係（
☎・内
線
１
３
６
２
）

ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

日
祝
日
除
く
）ま
で

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
手
続
き
の
内
容

詳細はこちら﻿

可
。
自
ら
履
行
可
能

な
業
種
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
登
録
有
効
期
間　
６
年
３
月

31
日
㈰
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務

課
契
約
管
財
係
（
☎
・
内
線

１
２
４
２
、１
２
４
３
）

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

太
陽
光
・
風
力
発
電
設
備

設
置
に
許
可
・
届
出
が
必
要

◎
市
民
課
戸
籍
住
民
係（
☎
・
内

線
１
０
６
１
）

❶
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
る
住

民
異
動
届
の
受
け
付
け

❷
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

❸
印
鑑
登
録
や
登
録
廃
止
手
続
き

❹
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
、
電
子
証
明
書
の
更
新

❺
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付（
予
約
し
た
人
の
み
）

◎
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内

線
１
０
７
２
）

❶
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
手
続
き

❷
国
民
年
金
の
異
動
届
受
け

付
け

❸
医
療
費
助
成
の
各
種
手
続
き

1011 No.333 ◎2023．3.2



月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第3水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第3木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第１・3・５火曜日　　9：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） 大里医院（☎22-1251）
東八幡平病院（☎78-2511） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
森整形外科（☎76-2318） かづの厚生病院（☎23-2111）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632）
エールクリニック八幡平（☎75-2355）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

4月21日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 4月13日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局（☎75-2227） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
つぐみ薬局（☎76-2900） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
トライ薬局（☎78-8224）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

3月13日〜4月16日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
3
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝ ▶１歳６カ月児
健診【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）▶２歳６カ
月児歯科健診【受付】　14：00～
14：15（市役所多目的ホール棟）

■松尾コミセン＝輝楽大学「閉
講式」　10：00～11：30
■田頭コミセン＝寺子屋「水引
細工」　10：00～12：00
■ 図 書 館 ＝本のクリニック　
10：00～12：00
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・委員長報告ほか（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（大更コミセン）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）

■春分の日
■市役所閉庁日
■図書館休館日

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■田頭コミセン＝▶のびの体
操教室　10：00～11：00▶冬の
映画会　13：30～15：00

■健康福祉課＝乳幼児健康相
談・離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■大更コミセン＝映画上映会
「映画三昧の日」　10：00～15：30

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　11：00～
16：00（安代総合支所）

■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　10：00～
15：00（市役所多目的ホール棟）

■図書館休館日（図書整理日）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14：50（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【 受 付】　13：00～13：30（ 市 役
所多目的ホール棟）

■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（松尾コ
ミセン）

■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（松尾コ
ミセン）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）リリィ薬局西根店・

（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ Tom’ｓChat 
Time　15：00～16：00

■市役所閉庁日
■本庁市民課窓口休日臨時開
庁 　 8：30~17：15　※マ イ ナ
ン バ ー カ ー ド の 交 付 受 付は
9：00~16：00【関連 10㌻】
■ 図 書 館 ＝ Tom’ｓChat 
Time　11：00～12：00
▶当番医（市内）森整形外科・

（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局、あさひ
薬局西根中学校前店・（鹿角）
日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■本庁市民課窓口休日臨時開
庁 　 8：30~17：15　※マ イ ナ
ン バ ー カ ー ド の 交 付 受 付は
9：00~16：00【関連 10㌻】
▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん　11：00～11：30、14：30～15：
00▶Tom＆Tam Story Time　
15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~12：00（市民課）
▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）未定▶当
番薬局（市内）つぐみ薬局・（鹿
角）ヘルシークラブ厚生病院前
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平アスピー
テライン開通式　9：20開始（松尾
八幡平ビジターセンター）

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）エールクリ
ニック八幡平・（鹿角）未定▶
当番薬局（市内）トライ薬局、あ
さひ薬局・（鹿角）日本調剤鹿
角薬局

18	 19	

26	

4/1	 2	27	

3	

3/13	 14	 15	 17	

20	 22	 23	 24	

28	 29	 30	 31	

4	 5	 6	 7	 8	 9	

21	

16	

10	 11	 12	 13	 14	 15	 16	

25	

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）黒沢薬局

安代漆工技術センター研修生終了作品展
３月29、30の両日　安代総合支所ほか

ピ ッ ク ア プッイ トベン

八幡平アスピーテライン開通式
4月15日　松尾八幡平ビジターセンター

おはなしのじかんなど
4月８日　図書館

のびのび健康体操教室
３月22日　田頭コミセン
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

年金の手続き忘れずに 
退職時は免除制度あり

　20歳以上60歳未満の人は、国民
年金への加入が法律で義務付けら
れています。勤務先を退職（失業）
したときは、厚生年金保険から国
民年金に変更する届け出が必要で
す。市民課国保年金係または西
根・安代各総合支所、田山支所か
近くの年金事務所で速やかに手続
きしてください。
　保険料の納付期限は翌月末です
が、納めることが困難な場合は免

15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしている
がなかなか決まらない、転職を考
えているなど、就職に関する相談
会を開きます。参加は無料です。
■日時　3月20日㈪❶午後１時半
から❷２時半から　※１人（組）当
たり50分程度
■場所　大更コミュニティセンター
■予約期限　3月16日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

火災の発生しやすい季節 
火の取り扱いなどに注意

　3月１日㈬から7日㈫まで「お
出かけは　マスク戸締り　火の用
心」を統一標語に、春の全国火災予
防運動を行っています。火災の発
生しやすい季節となりますので、
火の取り扱いや後始末に十分注意
して火災予防に努めましょう。
　住宅用火災警報器の電池寿命は
10年です。自宅に設置している警
報器の定期点検をしましょう。
■問い合わせ先　八幡平消防署

（☎76-2119）、松尾出張所（☎74-
2119）、 安代出張所（☎72-2119） 

除制度があります。退職（失業）し
たときは、失業特例が適用されま
すので相談してください。
■問い合わせ先　ねんきん加入
者ダイヤル（☎0570－003－004）、盛
岡年金事務所国民年金課（☎019－
623－6211）

花輪線荒屋新町駅は 
駅係員不在となります

　3月18日㈯以降、花輪線荒屋新
町駅は駅係員が不在となり、無人
駅となります。運賃の支払いは車
内や降車駅となります。また、定
期券などについては、近隣駅のみ
どりの窓口で購入してください。
■問い合わせ先　JR東日本お問
い合わせセンター（☎050-2016-
1600）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を行います。
■職種　❶総合職（院卒者・大卒

高齢者の困り事・悩み事 
なんでも相談してみよう

　（公財）いきいき岩手支援財団県
高齢者総合支援センターでは、高
齢者なんでも相談「シルバー 110
番」を設置し、生活の中での困り
事などの相談に応じています。法
律・人生・認知症の専門家が相談
に応じる専門相談もあります。相
談は無料です。
■相談日時　平日（祝日を除く）の
午前9時から午後５時まで
■相談先　同センター（☎0120-
84-8584）

認知症で悩んでいる事 
じっくり相談できます

　（公財）いきいき岩手支援財団

不動産売買などで 
困っていませんか

　（一社）県不動産鑑定士協会で
は、不動産鑑定士による無料電話
相談会を開きます。
■日時　4月7日㈮午前10時から
午後4時まで　※事前予約は不要
■内容　不動産に関する売買、賃
貸借、相続など
■問い合わせ先　同協会（☎019-
604-3070）

夜間帯における子どもの 
相談窓口を開設しています

　県医師会では夜間に子どもの体
調が急変したなど、わからないこ
とがあったときに相談できる窓口
を設けています。
◎こども救急相談電話
■受付時間　午後7時から11時
まで（年中無休）
■相談電話番号　019-605-9000

（PHＳ、ダイヤル式回線電話、IP電
話を利用している人はこちら）ま
たは＃8000　※県内の看護師が
応対します。
◎こども夜間ケアダイヤル
■受付時間　午後11時から翌朝
8時まで（年中無休）
■相談電話番号　こども救急相談
電話と同様　※県外の看護師が応
対します。
■問い合わせ先　盛岡市医師会事
務局（☎019-625-5311）

あなたの大切な遺言書 
法務局に預けませんか

　法務局では、自身で書いた遺言
書を預かる「自筆証書遺言書保管
制度」があります。長期間にわたり
適正に管理・保管することができ
ます。また、遺言者本人の死亡後に
遺言書が発見されなかったり、改ざ
んされたりする不安もなくなるの
で、同制度を検討してみませんか。
■問い合わせ先　盛岡地方法務局
供託課（☎ 019-624-9857）

野菜栽培のイロハを学ぶ 
新規就農者研修を開催

　県立農業大学校では、70歳以下
の就農希望者を対象に、新規就農
者研修入門コース（野菜）の受講生
を募集しています。
■期日　５月6日㈯から10月21日
㈯までの毎週土曜日
■場所　同校
■内容　▶講義（全10回）▶実習

（全25回）※座学や演習、野菜の管
理作業を通じて、野菜栽培の基礎
知識を学びます。
■参加費　15,000円
■定員　80人
■応募期限　3月24日㈮必着
■問い合わせ先　同校研修科（☎
0197-43-2211）

程度）❷一般職（大卒程度）
■第１次試験日　❶4月9日㈰
❷6月11日㈰
■申込期間　❶、❷ともに3月20
日㈪まで（受信有効）
■申し込み方法　国家公務員試験
採用情報NAVIからインター
ネット申し込み
■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

県高齢者総合支援センターでは
「いわて認知症電話相談」を開設
し、認知症の人やその家族を対
象に、認知症介護経験のあるス
タッフが相談に応じます。相談
は無料です。
■日時　平日（祝日・年末年始を
除く）午前9時から午後５時まで
■相談先　同センター（☎0120-
300-340）

みみんんななでで三三行行詩詩

　市教育振興運動推進協議会で募集
した三行詩の入選作品を不定期で紹
介するコーナー(学年は入選当時）

＝令和4年度三行詩入選作品＝
 
▶協議会長賞
たくさん実ったトウモロコシ
今か今かと初収穫を待つ
娘とタヌキ

立花　亘
（平笠実践区）

▶金賞・小学校低学年部門
すいかのたねをだすのにはべんり
ストローでジュースをのむのもべんり
でも
にこっとわらうのははずかしい
はやくはえてよ　わたしの前ば

加藤　心結
（田頭実践区・田頭小2年）
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【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（１月届け出分）

※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。 

健やかに
（行政区・性別・保護者）

安らかに安らかに

お幸せに

人口の動き【１月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,620（－18） 6,312（＋1）
松 尾 5,457（－16） 2,551（＋3）
安 代 3,843（－21） 1,732（－7）
合 計 23,920（－55） 10,595（－3）
男 性 11,539（－28）
女 性 12,381（－27）

出生 7 死亡 62
転入 32 転出 32

項 目 1月
人身事故 1（2）
物損事故 61（42）
負 傷 者 1（6）
死 者 0（0）
飲酒運転 0（0）
火 災 1（1）
救 急 136（109）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

地
元
の
高
校
な
の
で
、
通
学
し

や
す
い
こ
と
と
、
兄
と
姉
も
平
高

の
卒
業
生
で
、
体
育
祭
な
ど
行
事

が
楽
し
い
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

た
の
で
、
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

資
格
取
得
と
部
活
動
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
特
に
危
険
物
の
資
格

取
得
に
関
す
る
情
報
収
集

や
筆
記
試
験
に
向
け
て
苦

手
意
識
の
あ
る
用
語
の
暗

記
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、

チ
ー
ム
内
で
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が
取
れ 　バスケットボール部

田村 元
げ ん き

気さん
（普通科２年：西根第一中出身）

敵陣に鋭く切り込み、
ゴールを狙う田村さん

36
平高ＨＰは
こちら から

平高野球部は年間を通じて市内スポーツ少年団
との野球交流を実施していますが、冬期間には全
7回のスポ少交流会を行いました。
　野球人口の減少が著しい中、スポーツ少年団の
団員と高校野球の垣根を越えた交流を行うこと
で、互いのレベルアップを図るとともに野球の楽
しさを知ってもらい、少年たちが野球競技を将来

も続ける意欲を
持続させること
が目的です。
　交流会では平
高野球部員が野
球 の 先 生 と なトスバッティング練習をする小学生と平高生

◆硬式野球部がスポーツ少年団と野球交流

運動部の交流事業を紹介します

◆相撲部は強化練習で茨城県、秋田県へ
相撲部は3月の全国選抜大会（高知県）に向けた

強化練習として、１月21、22の両日は茨城県へ、28、
29の両日は秋田県へ遠征しました。茨城県では東洋
大牛久高校、専修大松戸高校と、秋田県では秋田県、
青森県の選抜選手と
合同で稽古をしまし
た。いずれも、全国
で活躍する強豪選手
を相手に普段の練習
ではできない稽古が
でき、有意義な遠征
になりました。

り、自分たちが企画した内容を団員に教えながら
一緒に練習。部員にとっても団員にとっても経験
や技術向上の良い機会となりました。

五所川原農林高校の生徒と申し合い
稽古をする２年工藤佳太さん（右） 
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サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介
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松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

資料館ＨＰはこちら 

松尾鉱山「２つの娯楽施設」

　鉱山の楽しみとして、以前から映画上映が催され
ており、昭和7年に松尾鉱山小学校の講堂を兼ねた
公会堂が新築されてからは月２回、映画や演芸が行
われていました。
◆元山に「老松会館」　－昭和26年完成－
　松尾鉱山２代目社長中村正雄氏は、鉱山の精神文
化の向上・教育振興を考え、講堂と公会堂の共用を
切り離し、新たに鉄筋コンクリート造、暖房、照明
設備や防音装置を完備し、座席数800を有する東北随
一の劇場を建設。初代社長中村房次郎氏の雅号「老松

山人」から老松の２字を
取り「老松会館」と命名し
ました。建設にあたって
は、正雄氏の長男で俳優
座の中村俊一氏（俳優と

◆屋敷台には「友愛ホール」　－昭和27年完成－
　鉱山の麓にも劇場を建てたいと考えていた正雄氏
は、老松会館完成の翌年には２階建の劇場を村の協力
を得て屋敷台（現在の（独）エネルギー・金属鉱物資源機
構松尾管理事務所の隣付近）に建設。鉄筋コンクリート
造で座席数450を有する劇場は、鉱山の精神である「皆
仲良く」の思いを込め「友愛ホール」と名付けました。
　どちらの会館でも会社の式典を初め、映画上映や劇、
音楽会などが催され、藤山一郎、笠置シズ子など当時
の有名芸能人も次々と公演。多くの人がこれを楽しみ
ました。立派な舞
台装置に、噂を聞
いた劇団からの上
演の勧誘も来るよ
うになりました。

演出家、松尾鉱業株式会社取締役）が音響、舞台装置
の設置などを指導しました。

老松会館での公演を楽しむ観衆  友愛会館はバルコニー付きで近代設備を完備

◆図書館ボランティアを募集中
　快適な図書館環境を作るために、活動してくれるボ
ランティアを募集しています。本の魅力を伝えたり、
環境を整えたりする活動を一緒にしてみませんか。
❶本のクリニック（本の修繕）
　毎月第3木曜日の午前10時から午後3時まで
❷本棚整理
　毎週水曜日の午後１時から3時まで
❸壁面装飾

 ◆4月から夏季の開館時間に変わります
■開館時間　午前9時から午後7時まで
■期間　4月１日㈯から11月29日㈬まで

　さまざまな農産物を加工して保存食をつくる方法が
紹介されています。本を参考に実際に自分で作ること
もできます。また、保存食にまつわる歴史や文化まで
多様な切り口から保存食を知ることができます。

◆新着ピックアップ
『保存食の絵本　全5巻』つくってあそぼうシリーズ

編／こしみず まさみ　出版社／農山漁村文化協会

　「つくってあそぼう」シリー
ズは全部で40巻あり、食品のほ
かに箸や草木染め、炭などが取
り上げられています。興味のあ
るものを手に取ってください。

　２、3カ月に１回（不
定期開催）
※全て見学できます。活
動日を確認の上、来館く
ださい。不明な点は図書
館へ問い合わせてくだ
さい。 本を修理するボランティアの様子

Vol.75

EZ☆ZUMBA®

◎結成何年目？きっかけは？
　結成4年目です。「ジムのない地域にフィットネ
スの習慣を」という目的で、病気予防やストレス発
散につながるZUMBA®をもっと広めていきた
いと思い、結成しました。
◎活動の内容は？
　ZUMBA®はラテン系の音楽に合わせて体を
動かすフィットネス・エクササイズで、インスト
ラクターの動きに合わせてダンスを楽しんでい
ます。
◎活動の魅力は？
　ライブや祭りの感
覚に似ていて、参加者
が一体となって体を
動かすことで、体にた
め込んでいたものが ラテン系の音楽に合わせ踊る参加者

発散され、最初から最後までとにかく楽しいのが
魅力です。
◎活動をして感じる効果は？
　全身を動かす有酸素運動なので、心肺機能の向上
やダイエット効果が期待できます。無理なく長く続
けることができるので、筋力の低下や運動機能が衰
えるリスクの予防にもつながります。
◎活動日時・場所は？
　月に２回ほど金曜日なら午後7時から8時まで、
土、日曜日なら午前10時半から11時半までもしくは
午後4時から５時まで主に平舘コミュニティセン
ターで活動しています。
■問い合わせ先　伊藤（☎090-6454-1472）または

（メール：ez.zumba.830@gmail.com）まで

メンバー15人（２月１日現在）
代表：伊藤 恵美＝大更地区＝

Vol.106

自
然
豊
か
な
八
幡
平
市
に

移
住
し
て
3
年
が
経

ち
、
今
月
い
っ
ぱ
い
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
満
了

し
、
卒
業
し
ま
す
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

使
う
仕
事
と
は
無
縁
で
苦
労
す

る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ

デ
ザ
イ
ン
や
動
画
制
作
を
任
せ

て
も
ら
え
る
ま
で
に
成
長
で
き

今月の担当

吉田﻿裕
ゆ う か

香 さん

ま
し
た
。
ど
ん
な
時
も
支
え
て

く
れ
る
人
た
ち
に
恵
ま
れ
、
困

難
な
課
題
で
も
楽
し
む
メ
ン
タ

ル
の
強
さ
も
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

活
動
中
は
多
く
の
人
と
出

会
い
が
あ
り
、
公
私
と

も
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
1
人
で
頑
張
ら
な
く

て
い
い
ん
だ
よ
」と
い
う
言
葉

に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
な

が
ら
、
卒
業
後
は
大
更
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
市
民
講
座

事
業
を
中
心
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。何歳

に
な
っ
て
も
挑
戦

し
、
新
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
楽
し

く
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
３
年
間
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
が
体
験
し
て
得

た
も
の
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊インターン生と八幡平
リゾートでの一枚

はちまんたい通信は
こちらから

【イベント情報】ZUMBA®イベント（承認NO.21443）
を開催します。桜の季節に私たちと一緒に汗を流しま
せんか。気軽に参加してください。
◆日時　4月29日㈯　午前10時から正午まで
◆場所　いこいの村岩手
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みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
７
１

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ

は
、
誤
っ
た
方
法
で
処
理
す
る
と
爆
発

な
ど
の
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り詳細はこちら﻿

な
お
、
ガ
ス
抜
き
は
、
製
品

に
付
属
さ
れ
て
い
る
ガ
ス

抜
き
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し

ス
プ
レ
ー
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

ご
み
の
出
し
方
は「
要
注
意
」

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
引
っ
越
し

や
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
を
す
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
引
っ
越
し
の
際
に
出
る

粗
大
ご
み
や
多
量
の
ご
み
は
、
ご
み
集
積

所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
直
接
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
か
、
許
可
業
者

に
依
頼
す
る
な
ど
適
切
な
処
理
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン

ご
み
の
処
分
は
適
切
に

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
は
、次
の
表
の
と
お
り

ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
電
４
品
目（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

を
処
分
す
る
場
合
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
発

生
し
ま
す
。ご
み
集
積
所
や
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
ご
み
を

分
別
し
て
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
方
法
は
、

各
家
庭
に
配
布
の

◎ 

以
前
ま
た
は
新
し
く
購
入
し
た
店
舗
、

近
隣
の
家
電
販
売
店
に
依
頼
す
る
。

◎ 

郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
、
自
分
で
指
定
引
取
場
所
ま
で
運
搬
す

る（
事
前
に
指
定
引
取
場
所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
）。

ま
す
。
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
の
使
用
方
法

は
製
品
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
製

品
に
記
載
さ
れ
た
使
用
説
明
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

「
ご
み
の
正
し
い

分
け
方・
出
し
方
」

を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ

清掃センターへの直接搬入

平日 午前8時30分から
午後4時30分まで

毎月・第4日曜日
（平日に搬入でき
ない人）

午前9時から
午後3時まで

※粗大ごみに限る

家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

㈱
ア
ル
プ
ス
物
流
北
上
営
業
所
盛
岡
倉
庫

所
在
：
大
更
第
１
地
割
２
３
９
番
地
６

☎
７
５・２
２
７
７

※
許
可
業
者
は
、
ご
み
分
別

辞
典
10
㌻
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◎ 

市
が
許
可
す
る
家
電
４
品
目
収
集
運

搬
許
可
業
者
へ
引
取
り
を
依
頼
す
る
。

市内の指定
引 取 場 所

●● ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
、
次
の

点
に
注
意
し
、

安
全
な
方
法
で

ご
み
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

① 

中
身
を
最

後
ま
で
使
い
切

り
ま
し
ょ
う
。

●●●●●● ② 

缶
を
振
っ
て
中
身
が
残
っ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

火
気
の
な
い
、風
通
し
の
よ
い
屋
外
で

ガ
ス
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

「
危
険
ご
み
」の
日
に
リ
サ
イ
ク
ル
指

定
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進に係る取り組みを評価

安代小が文部科学大臣表彰を受賞
表彰

　今回の受賞理由は、同校の学区内５つのコミュニ
地域とともに進む学校の取り組みを評価

ティセンター（コミセ
ン）やPＴAとの連携体
制が強固で、学校運営協
議会での共通理解のも
と充実した地域学校協
働活動が展開されてい
ることによるものです。

　文部科学省は12月20日、4年度「コミュニティ・ス
クールと地域学校協働活動の一体的推進」に係る文
部科学大臣表彰を発表し、本市からは安代小学校（石
川修浩校長、児童86人）が受賞しました。

受賞を喜ぶ石川校長（左）とコー
ディネーターの工藤優子さん 

に支えられている
今の状況が良い学
習環境となってい
るので、この仕組
みを維持していく
ことこそが大事」
と多大な支援に感
謝しました。

県農業農村指導士に２人を認定
　4年度岩手県農業農村指導士認定書交付式は２
月２日、サンセール盛岡で行われ、本市からは新
たに工藤佳

よ し て る

輝さん＝苗石田＝、古川佑
ゆ う じ

史さん＝松
尾＝が認定されました。
　工藤さんは、主に切花リンドウやリンドウの苗
生産に取り組んでいるリンドウ農家で、古川さん
は、水稲のほか主にミニトマト栽培や大豆、麦な

どを含めた複合経営を行っており、圃
ほ

場の管理状
況の審査などを経て、農業農村指導士として認め
られました。
　農業農村指導士は、農業後継者の確保・育成に
指導的役割を果たすことを目的としたもので、今
後、農業技術・経営の向上と農村地域の活性化に
向け、指導的立場で取り組んでいきます。

認定

地域農業の振興や次世代の農業者の指導・育成に意欲的に取り組む

古川 佑史 さ
ん

　農業に携わる人が全体で良く
なるように、知っている知識、技
術は伝え・指導するなど、活動し
ていきたいです。また自身も新し
い技術を習得し農業に取り組んで
いきたいです。

　同校で支援員として勤務しながら、コーディネー
ターとして学校と地域の橋渡し業務に携わる工藤優
子さんは「地域にはさまざまな技術を持った人がた
くさんいます。地区内の５つのコミセンには、毎年
交代で、安代小担当を決めていただいており、今年
の担当コミセンに相談すると他のコミセンにも連絡
し、コミセンの隔たりなく活動に向けた人の手配な

どを強力に支援していただいています」とコミセン
が果たす役割の大きさを挙げる。
　石川校長は「子どもたちに自分の地域のことを聞
くと、地域の良いところをすぐに挙げられる。地元
の良さを継続的に学べるのは、コミュニティ・スクー
ルの取り組みの良さだと思う。地域の人も、子ども
たちと関わったり自分の知識を教えたりする様子が
とても楽しそうで、良い影響を与えている。賞をい
ただいたから、また新しく何かではなく、地域の人

連携したコミセンの支援体制

コミュニティ・スクール　地域住民が学校運営に主体的に参画する仕
組みとして、学校運営協議会を設置した学校のことで、現在は市内
14校全てがコミュニティ・スクールとなっています。安代小は、寄木
小とともに市内で最も早く、平成30年に学校運営協議会制度を導入。
学校と保護者、地域の皆さんが共に知恵を出し合って、子どもたちの
成長を支える取り組みを地道に積み重ねてきました。

地域の人にそば打ちを教わる3年生児童 

工藤 佳輝 さ
ん

　地域人口が減少する中です
が、農業生産の基盤を維持し、
農業を次世代につなげられる
よう、今後も取り組んでいき
たいです。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

小さな事でもできることを
大更小が募金活動で「小さな親切」実行章を受賞

　大更小に「小さな親切」運動県本部（田口幸雄岩手銀
行代表取締役会長）から「小さな親切」実行章が贈ら
れ、同校で１月19日に伝達式が行われました。
　今回の受章は、児童会執行部の呼びかけによる同校
のウクライナ支援のための募金活動が、社会に温かな
心の輪を広げたと認められたものです。
　児童会長の髙橋花

か の

埜さんは「募金の協力を呼びかけ
る運動をして良かったと思いました。今後もできるこ
とに取り組んでいきたいです」と受賞を喜びました。

冬の絶景を楽しみに、多くの人が
七滝の氷瀑に訪れる（１月28日、県
民の森「七滝氷瀑・巨木ツアー」）

滑走で弾む息を鎮め、的に狙いを定
める選手（１月28、29の両日、第32回
東日本バイアスロン選手権大会）

沿道から声援を浴びながら約600㍍をパレードする参加者

名護さくら祭りで市民交流
パレードでのさんさ踊り演舞に大声援を受ける

　沖縄県名護市の第60回名護さくら祭りは１月28、29
の両日行われ、市からは佐々木孝弘市長を始めとした
訪問団26人が参加。3年ぶりの開催となった祭りを通
して友好都市相互の交流を深めました。
　初日のパレードに参加した訪問団は、佐々木市長や
工藤剛市議会議長を先頭に、八幡平さくらさんさ愛好
会の会員13人に名護市の市民も加わり、合同で盛岡さ
んさ踊りを演舞。踊りと太鼓の音に祭りは大いに盛り
上がり、参加者は充実した表情を浮かべました。

本市を含め名護市の友好都市4市が参加し交流の輪を広げる組合の看板を掲げる谷藤盛岡市長（左）と佐々木孝弘市長

新たなごみ処理施設を整備
効率的なごみ処理の実現に向け組合を設立

　盛岡広域環境組合設立式は２月１日、盛岡市中央
公民館で行われ、盛岡広域8市町の首長らが今後の
さらなる連携を誓いました。
　同組合管理者に就いた谷藤裕明盛岡市長は「施設
を集約することで、環境負担の軽減や処理費用など
を抑えることができる。関係機関が連携し、循環型社
会の形成を目指していきたい」と力強く述べました。
　新たなごみ処理施設は盛岡インターチェンジ付近
に建設予定で、令和14年度の稼働を目指しています。

鬼は外、福は内の大きな掛け声で鬼を退治する児童

ゴールを目指してラストスパートをかける

愛犬とともに雪原を駆ける
2001年から続く歴史ある大会に精鋭たちが集う

　犬ぞりレースの2023マッシャーズチャンピオン
シップin岩手山大会は１月28、29の両日、上坊牧野
付近の特設会場で開かれ、「犬

け ん き ゃ く

脚」を競い合いました。
　レースには犬の数や距離別に分けられた10種目に
県内外から延べ約270匹が参加。操縦者と犬の息の
合った走りに会場は大いに盛り上がりました。
　第１回大会から参加している福島加奈恵さんは「目
標に向かい、一緒に走れるのが魅力。今日は練習の成果
が出せてよかった」と愛犬たちの労をねぎらいました。

鬼退治して無病息災を願う
自分の中の悪い鬼を退治するなど節分を楽しむ

　田山保育所は２月3日、節分の由来を知り、伝統行
事に興味を持ってもらおうと、豆まき会を開きました。
　手作りのお面をかぶった児童22人が参加し、豆まき
の歌やダンスをした後、自分の中から追い出したい鬼
をクラスごとにステージで発表。豆まきをしている
と、突如現れた鬼に逃げる子どもたちもいましたが、
全員で立ち向かい、見事に鬼を退治することができま
した。児童は「鬼を倒すことができてよかった」「最後
は仲良くなれた」など節分を楽しんだ様子でした。

生徒の防災意識向上のためハイ
ゼックス（災害用炊飯袋）を使った
炊飯体験を実施（１月30日、西根中）

八遭隊と岩手警察署員らが遭難救
助技術の向上などを目的に訓練を
実施（２月4、５の両日、黒谷地湿原）

スキー部の強化に役立ててほしい
と安代ライオンズクラブから寄付
が寄せられる（２月７日、安代中）

代表して同章の伝達を受けた児童会執行部の委員（6年）

市建設協同組合（遠藤忠志理事長）
がスキー大会実行委員会に大会協賛
金20万円を贈呈（１月20日、市役所）
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▽
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、思
い
も
し
な
い
感
想
が
毎
回
。目
に

映
る
一
瞬
を
切
り
取
り
言
葉
に
す
る
瞬

発
力
や
表
現
の
み
ず
み
ず
し
さ
に
感
動

し
た
り
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
、吹
き
出

し
た
り
。帰
宅
が
遅
い
日
が
数
日
続
い
た

先
日
、
子
ど
も
が
私
の
顔
を
見
て
一
言
。

「
久
し
ぶ
り
！
」　　
　
　
　
　
　
　
智〇　

▽
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
に
選
ば
れ
た
千
葉

彩
楓
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。３
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
向

け
、連
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。生
で
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、今

回
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。� 

雅○

▪
編
集
後
記

▽
県
民
の
森
の
人
気
企
画「
七
滝
の
氷

瀑
ツ
ア
ー
」に
同
行
。
ガ
イ
ド
の
小
松
さ

ん
が
多
彩
な
切
り
口
で
展
開
す
る
動
植

物
の
説
明
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
２
時
間
ほ
ど
歩
み
を
進
め
る
と
、眼
前

に
巨
大
な
氷
瀑
が
出
現
し
、
思
わ
ず

「
お
ぉ
ー
っ
」。自
分
が
知
ら
な
い
魅
力
が

意
外
と
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。　
　〇〇〇  

智〇
〇〇〇

▽
本
県
で
７
年
ぶ
り
開
催
さ
れ
た
白
銀
国

体
。
選
手
た
ち
が
競
技
し
て
い
る
姿
は
と

て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
本
大
会
を

最
後
に
現
役
引
退
す
る
永
井
秀
昭
選
手
も

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
国
体
が
無

事
に
終
了
で
き
た
の
は
競
技
役
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�
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郷
土
食
の
良
さ
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

さ
と
う
・
ひ
と
み
　
76
歳
　
＝
浅
沢
第
１
＝

令
和
４
年
度
岩
手
県〝
食
の
匠た

く
み〟認

定
者

佐
藤﻿

ひ
と
み　
さ
ん

昭和23年生まれ。二戸市出身。夫、
息子と暮らす。平成17年から市食
生活改善推進委員、28年から同委
員会の副会長を務め、郷土料理の
伝承活動を行う。好きな言葉は「手
間暇惜しまず、コツコツと」。

丁寧に下処理して作られた姫竹と身欠き
にしんの味噌煮

　
「
多
く
の
人
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
食
の
匠
に
認
定
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
郷
土
食
の
良
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
」と
、
に
こ
や
か
に
話

す
の
は
郷
土
料
理「
姫
竹
と
身
欠

き
に
し
ん
の
味
噌
煮
」で
昨
年
12

月
23
日
、〝
食
の
匠
〟に
認
定
さ
れ

た
佐
藤
ひ
と
み
さ
ん
。
本
市
で
は

10
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

二
戸
市
か
ら
旧
安
代
町
に
嫁
い

で
来
た
と
き
は「
５
月
な
の
に
雪
が

降
っ
て
い
て
、な
ん
と
寒
い
と
こ
ろ

に
来
て
し
ま
っ
た
」と
驚
い
た
と
い

う
。市
内
産
の
姫
竹
と
身
欠
き
に
し

ん
に
自
家
製
の
み
そ
で
調
理
し
た

「
姫
竹
と
身
欠
き
に
し
ん
の
味
噌

煮
」は
行
事
や
来
客
が
あ
っ
た
時
に

振
る
舞
う
安
代
地
区
の
郷
土
料
理
。

義
母
か
ら
教
わ
っ
て
以
来
、毎
年
作

り
続
け
、技
術
を
高
め
て
い
る
。
昔

か
ら
食
べ
ら
れ
、受
け
継
が
れ
て
き

た
郷
土
料
理
を
家
族
や
子
ど
も
、地

域
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、40
代
の
頃
か
ら
郷
土
料
理
の

講
師
や
農
村
体
験
の
受
け
入
れ
を

始
め
た
。
講
師
を
務
め
る
中
で「
地

元
の
人
だ
け
で
は
な
く
、外
国
の
人

に
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て

も
ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
長
年
続
け
て
い
る
食
育
活
動
の

思
い
出
を
振
り
返
る
。

　
「
地
産
地
消
を
心
掛
け
、
季
節
ご

と
の
食
材
の
味
を
大
切
に
す
る
郷

土
料
理
を
愛
す
る
人
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」と
語
る
佐
藤
さ
ん
。
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
活
動

を
通
じ
て「
地
域
に
伝
わ
る
郷
土

料
理
を
で
き
る
だ
け
レ
シ
ピ
に
残

し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た

い
」と
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
示

し
て
い
る
。　




